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はじめに
　自然・人工地震記象中に見られる直達 3波，6

波到達後に見られる多くの波群は地殻中に分布
する不均質構造によって散乱された波と考えら
れる．地震観測網のデータを用いて，これらの不
均 質 の 空 間 分 布 推 定 は 1LVKLJDPL� >����@�

5HYHQDXJK� >����@らによってなされている．短ス
パンの地震計アレイ観測から不均質構造を推定
する試みは0DWVXPRWR� HW� DO�� >����@によってなさ
れている．短スパンアレイは散乱波の EHDP

IRUPLQJが可能である事から，より詳細に不均質
構造を議論できる．ここではアレイ観測データか
ら詳細に不均質をイメージングする事を試みる．
処理法
　不均質を検出する為に基本的には 0DWVXPRWR

HW� DO� [1998]の方法によって散乱体の分布を推定
する．解析の流れを図 1に示す．ここでは，さらに
beam forming の分解能を向上させる為波形を方位，
slowness で分解する際に semblance enhanced
stack を用いた．この処理法は等方散乱体として不
均質構造が振る舞う場合にもっとも強調される．一方，反射面の存在に対しては十分
震源が多く分布しない限りは強調されにくい．これは反射点が震源位置によって移動
する為であり，重合数をあげても反射面がイメージしにくい．そこで反射面の走向を
仮定して，得られた相対強度分布をディップ方向にさ
らに重合する事で反射面および広がりを持った散乱体
分布を推定する事ができる．この時，slant stack 断面
のアレイを中心とした方位，水平距離，深さの座標系
から 空間を直方体ブロックに分けて再配分する必要
が生じる．アレイに近い部分は分解能を結果的に落と
す事になる一方で複数のアレイについても重合する事
が可能となる．
東北脊梁山地不均質構造の推定
　����，�� 年に東北脊梁山地合同地震観測が実施．
����年 ��月と ��年 �月には爆破地震動グループによ
る発破が行われた� >爆破地震動研究グループ（����），
平田・他（����）@�これに同期して脊梁地域で ���� ��

年にそれぞれＣＤＰケーブルを用いた稠密アレイ観測
を行った� >松本・他�����D�E�@．設置した位置，発破点

図 �．6ODQW�VWDFNの概念
図および処理の流れ図．

図 �．アレイ配置および形
状．★ �☆はそれぞれ
�����年の発破点位置．▲
は活火山を示す．
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の分布を図 �に示す．地震計は �+]�成分およ
び �+]上下動地震計で，��～��P間隔で設置
された．得られた人工地震波形に図 �で示した
処理を施した結果を図 �に示す．この処理中，
バンドパスフィルターの中心周波数は �+] を
設定した．断面はそれぞれ �� 年に設置した花
巻アレイを通る東西，南北線を中心とした断面
でそれぞれ両側 ���度の幅で反射面検出の為の
重合を行った．この結果東西断面では千屋断層
の深部延長に対応すると考えられる不均質強
度の高い部分が見られる．これは深さ十数 NP

までおよび，上部地殻を貫くような断層が存在
している事を示唆している．また，南北断面で
は花巻アレイの北側北緯 ��．� 度付近，深さ
��NP周辺に顕著な不均質が存在している事が
明らかになった．
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図 �．反射面を強調する重合を行
った処理結果．上図中の 3�4�� 5�

6 での断面を示す．ハッチ領域の
幅は重合した領域に対応する．
★，☆印は発破点を示す．
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